
　
今
年
、
あ
た
な
は
何
冊
読
み
ま
し
た
か
？

 

高
校
生
の
好
き
な
本
、
君
は
ま
だ
か
！

　
　
〝図
書
委
員
会
が
ネ
ッ
ト
選
書
を
行
い
ま
し
た
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初
夏
を
迎
え

る
と
夏
み
か
ん

の
匂
い
が
し

て
、
松
井
さ
ん

の
運
転
す
る
タ

ク
シ
ー
が
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
予
感

が
し
ま
す
。
秋
に
は
コ
ス
モ
ス
が
い
っ

ぱ
い
咲
い
た
庭
か
ら
、
平
和
な
時
代
を

生
き
る
ゆ
み
子
が
出
て
き
そ
う
だ
し
、

冬
に
な
る
と｢
手
ぶ
く
ろ
を
買
い
に
」	

の
子
狐
が
、
ほ
ん
と
の
手
の
ほ
う
を
出

し
て
ど
こ
か
で
買
い
物
を
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

		

私
は
小
学
生
の
頃
か
ら
、
国
語
の
教

科
書
の
作
品
を
読
む
こ
と
が
と
て
も
好

き
で
、学
生
時
代
に
習
っ
た
作
品
か
ら
、

教
壇
に
立
っ
て
授
業
で
扱
っ
た
作
品
ま

で
全
て
を
覚
え
て
い
ま
す
。
覚
え
て
い

る
、
と
い
う
よ
り
体
に
染
み
こ
ん
で
い

く
よ
う
な
感
覚
で
す
。
何
年
頃
に
そ
の

作
品
と
出
会
っ
て
、
ど
ん
な
挿
絵
や
写

真
が
載
っ
て
い
た
か
ま
で
、
鮮
明
に
思

い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
に
と
っ

て
、
国
語
の
教
科
書
は
、
ま
さ
に｢

文

学
の
宝
石
箱｣

だ
か
ら
で
す
。

		｢

文
学
作
品
と
の
出
会
い｣

は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
、
幼
い
頃
に
親
に
薦
め
ら
れ
た

本
、
自
分
が
興
味
を
持
っ
て
購
入
し
た

本
、
読
書
感
想
文
を
書
く
た
め
に
読
ん

だ
本
、
誰
か
に
頂
い
た
本
、
な
ど
様
々

な
場
面
を
想
像
で
き
ま
す
が
、｢

国
語

の
教
科
書
の
作
品｣	

と
い
う
、
学
校
で

与
え
ら
れ
る
︵
学
年
で
作
品
の
難
易
度

も
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
︶
偶
然
の
出

会
い
は
、
私
だ
け
で
な
く
た
く
さ
ん
の

　

師し
わ
す走
と
は
、
先
生
が
忙
し
て
走
り
回

る
か
ら
と
い
う
の
は
間
違
い
で
、
昔

む
か
し

家
々
で
師0

︵
こ
ち
ら
は
僧
侶
の
こ
と
︶
を
迎
え

て
読ど

き
ょ
う経
な
ど
の
仏
事
を
行
っ
た
た
め
、

「
師し

馳は

せ
月
」
と
言
っ
た
の
を
誤
っ
た

も
の
だ
と
い
う
説
明
が
辞
書
に
あ
っ
た

が
、
こ
れ
も
ど
う
も
確
か
と
は
い
え
な

い
ら
し
い
。
た
だ
、
昔
は
お
盆
と
年

末
に
家
ご
と
に
先
祖
の
霊れ

い

を
ま
つ
る

＂
御み

た
ま魂
祭ま
つ

り
＂
と
い
う
行
事
が
あ
っ
て
、

人
の
記
憶
に
特
別
な
も
の
と
し
て
残
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

		

毎
年
、
担
当
す
る
ク
ラ
ス
の
最
初
の

授
業
に
て｢

今
ま
で
学
習
し
た
教
科
書

の
作
品
で
、
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る

も
の
は
何
か｣

と
い
う
質
問
を
投
げ
か

け
る
と
、
た
く
さ
ん
の
作
品
名
が
あ
が

り
ま
す
。
意
外
と
小
学
生
の
頃
に
習
っ

た
も
の
が
多
く
、
児
童
文
学
の
趣
深
さ

を
改
め
て
実
感
し
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、
そ
の
な
つ
か
し
い
作

品
の
数
々
と
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
高
校
生
に
な
っ
て
、
ま
た
大
人
に

な
っ
て
、
も
う
一
度
あ
の
頃
の
自
分
の

感
性
に
返
っ
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

職
員
寄
稿

　
　

図
書
館
指
導
係

 

寺
内
美
樹 

先
生

                                                                                        

北陵高図書館だより

そ
れ
が
お
歳せ
い
ぼ暮
に
つ
な
が
る
と
い
う
の

は
間
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
年
末
に
も

故
人
を
偲し

の

ぶ
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た
よ

う
だ
。
コ
ロ
ナ
の
災さ

い
や
く厄
が
続
き
、
思
う

よ
う
な
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い

無
念
を
思
う
時
、多
く
の
人
が
失
わ
れ
、

傷
つ
い
た
一
年
を
祈
り
た
い
。

　

図
書
委
員
会
で
は
書
店
で
図
書
選
定

を
す
る
こ
と
も
多
い
の
だ
が
、
現
況
で

は
難
し
く
、
試
み
に
＂
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
タ
ブ

レ
ッ
ト
＂
を
使
っ
て
ネ
ッ
ト
上
の
図
書

選
定
を
行
い
ま
し
た
。
本
を
手
に
と
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
分
野
に
分
か
れ
、
内
容
紹
介
や
書

評
を
参
考
に
し
て
候
補
リ
ス
ト
を
作
成

し
ま
し
た
。
実
際
の
購
入
は
検
討
の
後

に
な
り
ま
す
が
、
生
徒
の
視
点
か
ら
選

定
を
す
る
こ
と
は
来
年
以
降
も
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
『
こ
ど
も
の
読
書
の
状
況
』︵
Ｓ
Ｌ

Ｂ
︶
と
い
う
調
査
に
よ
れ
ば
、
高
校

生
の
一
个
月
平
均
読
書
冊
数
は
約
1.6

冊
、
こ
れ
は
や
や
微
増
し
、
不
読
率
も

２
０
１
４
年
以
来
49.8
％
と
久
し
ぶ
り
に

５
割
を
切
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
在

宅
時
間
の
増
加
な
ど
が
反
映
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
誌
裏
面
に
「
高

校
生
が
多
く
読
ん
だ
本
」
を
紹
介
し
て

あ
り
ま
す
。
同
じ
学
年
の
人
が
読
ん
で

い
る
本
を
手
に
取
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

︵
※
数
字
は
出
度
数
で
比
率
を
表
す
。︶



『
ネ
ッ
ト
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
安
全
に
使
い
こ

な
す
方
法
』
ル
ー
イ
・
ス
ト
ウ
ェ
ル

	
	

東
京
書
籍

『
世
に
も
奇
妙
な
博
物
館　

　

―
未
知
と
出
会
う
55
ス
ポ
ッ
ト
―
』

	

丹
治
俊
樹

	

み
ら
い
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

『
他
者
の
靴
を
履
く
―
―
ア
ナ
ー
キ
ッ

ク
・
エ
ン
パ
シ
ー
の
す
す
め
―
―
』

　

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ　

文
藝
春
秋

『
100
の
思
考
実
験
―
―
あ
な
た
は
ど
こ

ま
で
考
え
ら
れ
る
か
』

	

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
バ
ジ
ー
ニ

	
	

紀
伊
國
屋
書
店

『
よ
く
わ
か
る
思
考
実
験
』

　
　

高
坂
庵
行　

イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス

『
お
寺
の
掲
示
板	

諸
法
無
我
』

	

江
田
智
昭　
　
　

新
潮
社

『
ヤ
ン
グ
で
は
終
わ
ら
な
い
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
―
―
き
ょ
う
だ
い
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
葛
藤
』

　
　

仲
田
海
人	

ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ

『
ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、

ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー
２
』

　
　

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ	

新
潮
社

『
図
解
身
近
に
あ
ふ
れ
る
「
自
然
災
害
」

が
３
時
間
で
わ
か
る
本
』

	

左
巻
健
男　

明
日
香
出
版
社

『
す
ば
ら
し
い
人
体
―
―
あ
な
た
の
体
を
め

ぐ
る
知
的
冒
険
』

		　
　

山
本
健
人　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

『
食
べ
る
時
間
で
こ
ん
な
に
変
わ
る
時

間
栄
養
学
入
門
』

	

柴
田
重
信　
　
　

講
談
社

『
ご
み
収
集
と
ま
ち
づ
く
り
―
―
清
掃

の
現
場
か
ら
考
え
る
地
方
自
治
―
―
』

　

藤
井
誠
一
郎	

朝
日
新
聞
出
版

『
お
に
ぎ
り
の
本
―
―
一
般
社
団
法
人

お
に
ぎ
り
協
会
公
認
』

　
　

お
に
ぎ
り
協
会　
　

辰
巳
出
版

『
味
・
香
り
「
こ
つ
」
の
科
学
―
お
い

し
さ
を
高
め
る
味
と
香
り
の
Ｑ
＆
Ａ
』

			

川
崎
寛
也　
　

柴
田
書
店

『
ド
ラ
え
も
ん
探
究
ワ
ー
ル
ド
―
―

食
料
と
お
い
し
さ
の
未
来
―
―
』

　

		

藤
子
プ
ロ	

農
研
機
構　
　

小
学
館

『
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ	

新
版
』

　

ユ
ー
ジ
ン
ス
ミ
ス　

ク
レ
ヴ
ィ
ス

『
国
語
を
め
ぐ
る
冒
険
』

		
	

渡
部
泰
明	

他　
　
　

岩
波
書
店

『
100
万
回
死
ん
だ
ね
こ
―
―
覚
え
違
い

タ
イ
ト
ル
集
―
―
』

	

福
井
県
立
図
書
館	

講
談
社

『
文
豪
た
ち
の
友
情
』

	

石
井
千
湖　
　
　
　

新
潮
社

『
赤
と
青
と
エ
ス
キ
ー
ス
』

　
　
　

青
山
美
智
子　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

『
鎌
倉
う
ず
ま
き
案
内
所
』

　
　
　

青
山
美
智
子	

宝
島
社

『
非
日
常
の
謎
―
―
ミ
ス
テ
リ
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
―
―
』

	

芦
沢
央	

他		

講
談
社

『
民
王
―
―
シ
ベ
リ
ア
の
陰
謀
―
―
』

　
　

池
井
戸
潤　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

『
ペ
ッ
パ
ー
ズ
・
ゴ
ー
ス
ト
』

	　
　

伊
坂
幸
太
郎	

　

朝
日
新
聞
出
版

『
変
な
家
』				　

雨
穴					　
　

飛
鳥
新
社

『
さ
よ
な
ら
も
言
え
な
い
う
ち
に
』

　
　
　

川
口
俊
和　

サ
ン
マ
ー
ク
出
版

『
砂
に
埋
も
れ
る
犬
』

　
　
　

桐
野
夏
生	

朝
日
新
聞
出
版

『
雨
上
が
り
、
君
が
映
す
空
は
き
っ
と

美
し
い
』

	

汐
見
夏
衛　

ス
タ
ー
ツ
出
版

『
元
彼
の
遺
言
状
』

	

新
川
帆
立	

宝
島
社

『
倒
産
続
き
の
彼
女
』

	

新
川
帆
立	
宝
島
社

『
海
神
』	

染
井
為
人	

光
文
社

『
グ
ッ
ド
・
バ
イ
』

	

太
宰
治	

	

新
潮
社

『
仮
面
病
棟	

愛
蔵
版
』

　
　
　

知
念
実
希
人　

実
業
之
日
本
社

『
闇
祓
』			

辻
村
深
月

	

　
　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

『
ガ
ラ
ス
の
海
を
渡
る
舟
』

　
　

	

寺
地
は
る
な	

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

『
文
豪
と
感
染
症
―
100
年
前
の
ス
ペ
イ

ン
風
邪
は
ど
う
書
か
れ
た
の
か
―
』

	

永
江
朗	

朝
日
新
聞
出
版

『
100
万
回
生
き
た
き
み
』		

七
月
隆
文

	

　
　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

『
夜
が
明
け
る
』

	

西
加
奈
子	

新
潮
社

『
三
千
円
の
使
い
か
た
』

	

原
田
ひ
香　

中
央
公
論
新
社

『
総
理
の
夫
』

	

原
田
マ
ハ　

実
業
之
日
本
社

『
さ
よ
な
ら
の
夜
食
カ
フ
ェ
』

	

古
内
一
絵　

中
央
公
論
新
社

『
ア
ホ
か
。』
百
田
尚
樹	

新
潮
社

『
星
を
掬
う
』

　
　
　

町
田
そ
の
こ　

中
央
公
論
新
社

『
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
憂
鬱
ふ
た
た
び
』

	
	

松
岡
圭
祐	

新
潮
社

『
命
売
り
ま
す
』

	
三
島
由
紀
夫　
　

筑
摩
書
房

『
Ｎ
』			
道
尾
秀
介	

集
英
社

『
小
説
ア
ナ
と
雪
の
女
王
』

『
小
説
ア
ナ
と
雪
の
女
王
―
―
影
の
ひ

そ
む
森
―
―
』

『
小
説
ア
ナ
と
雪
の
女
王
２
』

	　
　
　

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

	

　
　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

  
新
着
本
の
紹
介　

p
a
r
t.4

　

11
・
12
月
に
購
入
し
た
49
冊
を
紹
介
し
ま
す
。
今
年
度
予
算
で
の
購
入
は
あ

と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
新
着
図
書
紹
介
も
今
回
が
最
後
に
な
り
ま
す
。
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